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発表者（※学会発表の場合
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発表者：宝本小枝子 

協働発表者：五井野龍了・金智慧・平田修三・岩垣穂大・増田和高・日高
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福島原発事故・帰還困難区域住民の抱える心理社会的苦悩に関する質的分

析：2022年首都圏避難者実態調査から 

発表の概要と成果（抄録を公開している URLがある場合、「概要・成果」を記載した上で、URLを末

尾に記してください。また、抄録 PDFは別途ご提出ください。なお、抄録 PDFはWeb上には公開さ

れません。） 

 

【概要】 

早稲田大学災害復興医療人類学研究所（WIMA）と震災ネットワーク埼玉（SSN）は、2012年以来継

続的に原発事故避難者に対する共同調査を実施している。2022 年度は 1～4 月に首都圏（1 都 6 県）

に避難中の 5,350 世帯を対象にアンケート調査を実施し、516件の回答を得た（回収率 9.6％）。 

本研究では、得られた回答の中から帰還困難区域の 195件を抽出し、自由記述回答のあった 58件につ

いて KJ法を用いて質的分析を行い、帰宅困難区域内からの避難者の心理社会的苦悩の全体像の把握を

試みたものである（倫理承認No.2021-352）。 

 

【成果】 

心理社会的苦悩がより原因に近い問題をⅠ、より結果に近い問題をⅣとして 4 段階のステージに分類

した。それぞれのステージ内からは以下のカテゴリー（a～e）が抽出された。 

 

 Ⅰ- a 帰還・移住問題 Ⅰ- b 賠償問題 

 Ⅱ- a 病気・健康 Ⅱ- b トラウマ Ⅱ- c 孤独 Ⅱ- d コロナ Ⅱ- e 仕事・生活 

 Ⅲ- a 家族の問題 Ⅲ- b 差別と偏見 

 Ⅳ- a 国と東電への怒り Ⅳ- b 全般的な苦しみ 

 

帰還・移住と賠償問題の密接な関係、被災者の高齢化の深刻化、新型コロナ感染症やロシアのウクラ

イナ侵攻といった新要因の増加、発災から 11年以上たった現在も継続する差別や偏見といった、避難

者の心理的苦悩の要因が浮彫となった。 
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